
広報委員長会議次第 

 

                   開催日時 令和６年(2024年)４月９日（火） 

                        午後１時から 

                   開催場所 市役所３階全員協議会室 

 

１ 開  会 

 

２ 委 嘱 式 

 

３ 市長挨拶 

 

４ 議  題 

(１)４月の広報事項 

①令和６年度当初予算の概要について      

（財政課）  

 

②地域ポイント事業「ブラポ」の開始について  

    （デジタルイノベーション課） 

 

(２)市政への要望事項等 

 

５ そ の 他 

(１)広報広聴室への提出物について 

 

 

６ 閉  会 



令和６(2024)年度

小田原市当初予算の概要

世界が憧れるまち“小田原”

※資料に掲載している画像類はイメージです。

広報委員長会議資料１
令和６年(2024年)４月９日

財政課
０４６５－３３－１３１２
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● 特別会計 764億3,518万円

● 一般会計 765億円

● 企業会計 447億9,377万6千円

● 予算総額1,977億2,895万6千円

当初予算額

過去最大
前年比+4.45％

過去最大
前年比+2.27％

過去２番目
前年比△4.67％

過去最大
前年比+30.5％
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（１）子ども・子育て支援 ９５億円

・小児医療費助成の対象年齢拡大

・産後ケアのサービス追加

・学校給食の物価高騰対策 ほか

3

令和６（2024）年度当初予算の特徴

第６次小田原市総合計画の第１期実行計画に位置付けた取組の中で、特に
（１）子ども・子育て支援、（２）脱炭素移行、（３）デジタルトランス
フォーメーション（DX）、（４）大規模災害に備えた取組の推進に主眼を置
き当初予算を編成しました。

※関連する主な事業を抜粋し紹介しています。

（２）脱炭素移行 １３億円

・ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業

・脱炭素先行地域づくり事業

・重点対策加速化事業 ほか

（３）デジタル・トランスフォーメーション
（DX） ４億円

・ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業

・デジタル化によるまちづくり推進事業 ほか

（４）大規模災害に備えた取組 １０億円

・防災拠点整備事業

・災害対策用資機材整備事業

・復興事前準備推進事業 ほか

※国の令和５（2023）年度１号補正予算を活用した

学校給食センター整備事業（３月補正予算）を含む
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子ども・子育て支援の主な取組
ピックアップ！

子育て支援の充実 760,534千円 小児医療費助成事業（581,352千円）
所得制限を設けず、対象年齢を満18歳年度末まで拡大します。

（予算書137頁・子育て政策課）

ファミリー・サポート・センター管理運営事業（9,975千円）
児童の預かり等の援助と支援会員の相互援助活動等を行います。
地域子育てひろば事業（580千円）
連合地区ごとに「地域子育てひろば」を開設します。
子育て支援拠点管理運営事業（54,514千円）
子育て支援センターを運営し、相談支援や情報提供などを行います。

（予算書139頁・子育て政策課）

出産・子育て応援事業（114,113千円）
妊娠期及び出産後に各５万円の給付と伴走型相談支援を行います。

（予算書147頁・子ども若者支援課）

幼児教育・保育の質の向上 6,132,706千円 教育・保育施設等整備事業（141,581千円）
保育環境の改善のため、民間保育施設等の建替え等を支援します。

（予算書139頁・保育課）

民間施設等運営費補助事業（4,826,366千円）
保育士宿舎借上げ費用の補助等、民間保育所等への運営支援や児童の健
康管理の充実等を図ります。
多様な保育推進補助事業（206,133千円）
民間保育所等に対し食材料費高騰に係る副食費への補助等を行います。
公立保育所管理運営事業（378,706千円）
公立保育所の適正な管理運営と園舎や遊具等の維持修繕を行います。

（予算書141頁・保育課）

就学前教育・保育施設再編整備事業（579,920千円）
橘地域認定こども園の整備を進めます。

（予算書141・193頁・保育課・教育総務課）

※ は新規事業が含まれています。NEW

NEW

NEW



切れ目のない支援体制の確立 305,782千円 市障害児通園施設「つくしんぼ教室」運営事業（95,834千円）
発達面に支援が必要な幼児に発達段階に沿った支援を行います。

（予算書137頁・子ども若者支援課）

子ども若者相談支援事業（47,278千円）
切れ目のない相談支援を行うことに加え、障がい児等への支援体制の充
実を図ります。
おだわら子ども若者教育支援センター運営事業（26,616千円）
相談・支援機能を集約した施設「はーもにぃ」を運営します。
子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）（4,150千円）
家庭での養育が困難となった場合に、児童を施設で一時的に養育します。

（予算書139頁・子ども若者支援課）
妊婦・産婦健康診査事業（101,388千円）
産後ケアを拡充し、安心して子育てができるよう支援します。
乳幼児健康診査事業（28,775千円）
乳幼児の健康増進を図り、安心して子育てができるよう支援します。
育児相談事業（13千円）
育児不安等に寄り添い、安心して楽しく子育てができるよう支援します。
母子訪問指導事業（296千円）
保健師等の家庭訪問により保健指導や子育て情報の提供を行います。
母子健康教育事業（832千円）
妊娠、出産、育児に関する知識の普及や相談、保健指導を行います。
不育症治療費助成事業（600千円）
治療等に要する費用の一部を助成し、経済的負担を軽減します。

（予算書147頁・子ども若者支援課）

セーフティネットの充実 29,336千円 生活困窮者自立支援事業（29,336千円）
生活困窮世帯の中学生等を対象に、学習・生活支援を行います。

（予算書131頁・福祉政策課）
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ピックアップ！

子ども・子育て支援の主な取組

※ は新規事業が含まれています。

NEW

NEW

NEW

NEW



教育活動の推進 73,095千円 学力向上支援事業（55,922千円）
国に先駆けて小学６年生までの３５人学級を実現します。
ステップアップ調査の対象校を全小中学校に拡大します。

（予算書185頁・教育指導課）

学校安全対策事業（17,173千円）
見舞金支給や賠償責任保険加入等により安心した学校運営を行います。

（予算書187頁・保健給食課）

教育環境の整備 895,091千円 学校給食事業（837,348千円）
物価高騰等に対応するとともに、安定的に学校給食を提供します。

（予算書187頁・保健給食課）

新しい学校づくり推進事業（26,007千円）
新しい学校づくりの検討を進めるほか、民間での水泳授業を実施します。

（予算書187頁・教育総務課）

教育研究所運営等事業（31,736千円）
小田原版STEAM教育の導入支援対象校を拡大します。

（予算書187頁・教育指導課）

家庭教育支援の推進 750千円 家庭教育学級事業（576千円）
子育て期の保護者を対象とした家庭教育講座等を開催します。
ＰＴＡ研修事業（174千円）
ＰＴＡ役員の研究集会等を行い、情報交換の機会を創出します。

（予算書195頁・生涯学習課）

青少年育成の推進 4,971千円 子どもの社会参画力育成事業（3,567千円）
非日常型の体験学習により、自主性や創造性等の育成を図ります。
子どもの居場所づくり事業（1,404千円）
子ども食堂等の地域における子どもの居場所づくりの活動を支援します。

（予算書195頁・青少年課）
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ピックアップ！

子ども・子育て支援の主な取組



脱炭素先行地域づくり事業 889,637千円 地域脱炭素移行・再エネ推進脱炭素先行地域づくり
事業補助金（834,155千円）
民間施設の再エネ・省エネ設備の整備費を補助します。
プロジェクト管理委託料等 （予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

城址公園街路灯ＬＥＤ化工事請負費
城址公園の街路灯３基をＬＥＤ化します。

（予算書169頁・小田原城総合管理事務所）

重点対策加速化事業 402,865千円 地域脱炭素移行・再エネ推進重点対策加速化事業補助金（99,370千円）
民間施設や家庭用の再エネ・省エネ設備の整備費を補助します。
事務費（500千円） （予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

公共施設整備（302,955千円）
公共施設の省エネ改修やＥＶの導入を行います。 （予算書各頁・各所管課）

地球温暖化対策推進事業等 7,100千円 地球温暖化対策推進事業費補助金（2,850千円）
家庭用再エネ・省エネ機器導入経費を補助します。
再生可能エネルギー事業奨励金（4,250千円）
認定発電設備等の導入に対する奨励金です。（予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

脱炭素化に向けた普及啓発等 1,964千円 普及啓発用パネル作成費等（100千円）
おだわらゼロカーボン推進会議等負担金（650千円）
事務費等（1,214千円） （予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

その他取組（一部抜粋） 26,143千円 ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業
（予算書117頁・ゼロカーボン・デジタルタウン推進課）

防犯灯ＥＳＣＯ事業 （予算書127頁・地域安全課）

市営浅原住宅階段灯等ＬＥＤ化工事請負費 （予算書179頁・建築課）
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脱炭素移行施策の主な取組
ピックアップ！



ホームページ等管理運用事業 6,666千円 ＡＩチャットボット運用保守委託料
市への様々なお問い合わせに、自動回答するサービスを提供します。
市民通報システム運用保守委託料
市民通報アプリ「おだわら忍報」による安全安心な社会を目指します。

（予算書109頁・広報広聴室）

災害情報収集伝達体制整備事業 6,864千円 災害情報受伝達環境システム使用料
避難情報等、市民が情報を入手しやすい環境を整備します。
河川氾濫予測災害感知システム使用料等
河川等のカメラ類により、災害発生の危険性をお知らせします。

（予算書115頁・防災対策課）

ゼロカーボン・デジタルタウン 910千円
創造事業

ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業費（910千円）
基本構想をとりまとめ、構想の実現に向けた具体化を図ります。

（予算書117頁・ゼロカーボン・デジタルタウン推進課）

戸籍・住民基本台帳等管理事務 4,158千円 住民異動受付支援システム利用料等（4,158千円）
住民異動届書の記入が原則不要になる「書かない窓口」を提供します。

（予算書121頁・戸籍住民課）

自治会活動活性化事業 14,779千円 タブレット端末通信費等（14,779千円）
自治会の事務や防災活動における情報通信端末の活用を支援します。

（予算書127頁・地域政策課）

デジタル化によるまちづくり 145,608千円
推進事業

地域ポイント事業費等
人と人がつながり、まちのにぎわいを創出する事業を継続します。
まち歩きスマホ体験教室実施委託料
「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目指します。

（予算書117頁・デジタルイノベーション課）
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デジタル・トランスフォーメーション（DX）
の主な取組

ピックアップ！
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デジタル・トランスフォーメーション（DX）
の主な取組

ピックアップ！

消防団運営事業 消防団活動支援サービス運用事業費
消防団専用スマートフォン用アプリを活用し、活動の充実等を図ります。

（予算書183頁・小田原消防署消防課）

ＩＣＴ活用教育推進事業 255,575千円 ＩＣＴ活用教育推進事業費（255,575千円）
学習用端末を活用した学習のため、学校・家庭の教育環境を整備します。

（予算書185頁・教育指導課）

教育ネットワーク整備事業 保護者連絡配信システム使用料
学校と保護者の相互連絡が可能な保護者連絡配信システムを活用します。

（予算書187頁・教育指導課）

デジタル図書館事業 4,573千円 電子書籍コンテンツ使用料等（4,573千円）
インターネットを通じた電子書籍貸出サービスを行います。

（予算書199頁・図書館）

博物館構想推進事業 9,340千円 デジタルミュージアム運用事業費（9,340千円）
資料のデジタル化とデジタルミュージアムの運用を推進します。

（予算書201頁・生涯学習課）

病院事業 遠隔ＩＣＵシステム導入費
昭和大学との協定に基づき、遠隔ＩＣＵを導入し医療ＤＸを推進します。

（予算書505頁・病院事業会計・経営管理課）

※ は新規事業に位置づけています。NEW

NEW

©2024 Koninklijke Philips N.V



※ は新規事業が含まれています。

地震被害軽減化事業 1,500千円 ブロック塀等撤去費補助金（1,500千円）
被害軽減や避難経路確保等のため、ブロック塀等の撤去を支援します。

（予算書115頁・防災対策課）

防災拠点整備事業 139,855千円 マンホールトイレ整備工事請負費等
マンホールトイレの整備スピードを上げて取り組んでいきます。

参考：令和５年度に広域避難所等40箇所へ応急給水口の整備が完了しました。
（整備期間：平成29年度～令和５年度、総額：約1.1億円）

（予算書115頁・防災対策課）

災害対策用資機材整備事業 31,029千円 備蓄食料購入費等
災害時に必要な資機材や食料の備蓄等の充実を図ります。

（予算書115頁・防災対策課）

災害情報収集伝達体制整備事業 36,399千円 防災関連システム使用料
避難情報等、市民への情報発信などの防災関連システムを運用し、災害情
報を入手しやすい環境を整備しています。
防災無線・ＭＣＡ無線のメンテナンス費用等
防災行政無線やＭＣＡ無線の保守・修繕等を行い、有事に備えています。

（予算書115頁・防災対策課）

復興事前準備推進事業 94千円 復興事前準備推進事業費（94千円）
被災後の迅速な復旧・復興を図るための事前準備として、事前復興まちづ
くり計画の策定に向けた取組を進めます。 （予算書177頁・都市計画課）

上下水道事業 748,218千円 水道事業：基幹管路耐震化対策事業（230,218千円）
基幹管路のうち非耐震管の耐震化工事を優先的に進めます。
下水道事業：地震対策事業（518,000千円）
蓮正寺汚水幹線ほか重要な管渠の地震対策工事を進めます。

（予算書457・555頁・経営総務課）
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大規模災害に備えた主な取組
ピックアップ！

NEW

NEW
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令和４（2022）年度スタート

第６次小田原市総合計画「2030ロードマップ1.0」
～成長の実感と更なる挑戦～

世界が憧れるまち“小田原”
～将来都市像～

人、地域、時代をつなぐまちづくりの視点を大切にしながら、2050年の脱炭素社会の実
現を見据え、次世代に責任を持てる持続可能なまちを築くため、2030年に目指す小田原の
姿、将来都市像を次のとおり掲げています。

現在のまちの姿やこれから目指すまちの姿、2030年までの道のりを市民と共有したうえ
で、2030年に向かって、まちがにぎわい、成長していることが実感できる状況を地域全体
で作っていきながら、「世界が憧れるまち“小田原”」の実現に向けた更なる挑戦を続けて
まいります。
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まちづくりの３目標と重点施策

１ 生活の質の向上

２ 地域経済の好循環

３ 豊かな環境の継承

行政経営/
公民連携・若者女性
活躍/デジタル
まちづくり

生活の質
の向上

地域経済
の好循環

豊かな環境の継承

① 医療・福祉
② 防災・減災
③ 教育・子育て
④ 地域経済
⑤ 歴史・文化
⑥ 環境・エネルギー
⑦ まちづくり

まちづくりの推進エンジン

重
点
施
策

世界が憧れるまち
“小田原”



防災拠点整備事業 139,855千円
（マンホールトイレ整備工事請負費）

飲料水兼用耐震性貯水槽の緊急遮断弁の点検等のほか、大規模災害時に備
え、被災者が快適な避難生活を送れるようにするためのマンホールトイレ
を順次整備していきます。 （予算書115頁・防災対策課）

犯罪被害者等支援事業 100千円
（犯罪被害者等支援事業費）

相談員による一般相談及び弁護士や司法書士等の専門家による特別相談を
行います。また、犯罪被害者等の支援の検討を進めてまいります。

（予算書127頁・地域安全課）

交通安全運動推進事業 16,413千円
（ 自転車乗車用ヘルメット

購入費補助金1,000千円）

交通安全教室の開催や交通安全功労者表彰等を行います。また、自転車乗
車用ヘルメット購入の補助を行うことにより、事故被害の軽減や自転車利
用者の交通安全意識の啓発を図ります。 （予算書127頁・地域安全課）

介護サービス事業者支援事業 690千円
（ 外国人雇用に係る講師派遣事業費50千円）

適切な介護サービスを安定的に提供していくために必要な介護人材の確保
を図ります。また、外国人人材の受け入れを検討する市内の介護保険事業
所等を支援します。 （予算書135頁・高齢介護課）

成年後見制度利用支援事業

障がい者分 7,470千円
（ 報酬助成対象者拡大分1,224千円）

高齢者分【介護保険事業特別会計】 8,999千円
（ 報酬助成等対象者拡大分1,414千円）

成年後見制度に係る審判請求費用や成年後見人等の報酬を助成し、利用支
援を行います。対象者を市長申立て以外の低所得者にも拡大し、判断能力
が十分でない方の財産、生命身体の安全を図ります。

（予算書135頁・障がい福祉課）
（予算書341頁・介護保険事業特別会計・高齢介護課）
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※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。

まちづくりの目標 生活の質の向上

※ は重点施策に、 は新規事業に位置付けている事業です。NEW重点

NEW

NEW

NEW

NEW

重点

NEW



小児医療費助成事業 581,352千円
（ 対象年齢拡大分39,570千円）

子どもの医療費について、保険診療で支払う自己負担額（入院時の食事代
などは除く）を助成します。これまで中学校卒業までを対象としていまし
たが、10月診療分から満18歳年度末まで拡大することにより、子育て世帯
の経済的な負担を軽減するとともに、健全な育成を図ります。

（予算書137頁・子育て政策課）

子ども若者相談支援事業 47,278千円
（ 地域障がい児支援体制強化事業費6,085千円）

子ども若者に関する相談体制を整え、必要な支援等を行います。また、児
童発達支援センターの機能強化を行い、地域における障がい児やその家族
への支援体制の充実を図ります。 （予算書139頁・子ども若者支援課）

子育て短期支援事業 4,150千円
(ショートステイ・トワイライトステイ)
（ 子育て短期支援事業委託料）

保護者が病気等の理由で家庭における児童の養育が一時的に困難となった
場合に、その児童を施設において一時的に養育をします。

（予算書139頁・子ども若者支援課）

民間施設等運営費補助事業 4,826,366千円
（ 紙おむつ収集運搬処理委託料）
（ 紙おむつ専用回収ボックス

設置費補助金5,326千円）

民間保育所等に対し保育所運営に必要な支援をします。また、紙おむつの
回収を市で一括して行うことで、保護者の負担と保育士の業務負担を軽減
し、衛生面での改善を図ります。 （予算書141頁・保育課）

妊婦・産婦健康診査事業 101,388千円
（ 低所得の妊婦に対する

初回産科受診料支援事業費100千円）
（ 産後ケア（ショートステイ・

アウトリーチ）委託料）

健康管理や産後ケアを行い、安心して子育てができるよう支援します。ま
た、低所得世帯の妊婦の経済的負担を軽減し、必要な支援につなげるとと
もに、産後ケアにおいて、ショートステイ型とアウトリーチ型を開始する
ことで、母子支援の強化を図ります。 （予算書147頁・子ども若者支援課）
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まちづくりの目標 生活の質の向上
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まちづくりの目標 生活の質の向上

路線バス等移動手段確保 12,400千円
維持対策事業
（地域公共交通確保維持費補助金12,200千円）

国の補助制度に準じて、複数の市町にまたがるバス路線のうち、バス事業
者が単独で維持することが困難な路線について運行経費の一部を補助し、
バス路線の維持確保を図ります。また、令和５年度に実証的に開始した
「おだタク・おだチケ事業」を対象地域等を拡充しながら引き続き実施し
ます。（令和５年度３月補正） （予算書177頁・まちづくり交通課）

学力向上支援事業 55,922千円
（ステップアップ調査委託料）

児童生徒へのきめ細かな指導を行うため、少人数児童スタッフや中学校教
科非常勤講師を配置します。また、児童生徒１人１人の学力の伸びに着目
したステップアップ調査を令和６年度は対象校を全小中学校へ拡大し、実
施します。 （予算書185頁・教育指導課）

学校給食事業 837,348千円
（物価高騰分保護者負担軽減事業費100,310千円）

公会計による学校給食費の徴収管理、給食食材の発注等により、安定的に
学校給食を提供します。また、物価高騰等の影響により学校給食材料費を
増額しますが、給食費を支払う保護者の負担額が増えないよう、引き続き
支援します。 （予算書187頁・保健給食課）

教育研究所運営等事業 31,736千円
（ＳＴＥＡＭ教育導入支援委託料）

教育に関する専門的・技術的事項の調査研究、教育関係職員の専門研修等
を行う教育研究所を運営します。また、小田原版ＳＴＥＡＭ教育の全中学
校での実施に向けて導入支援対象校を拡大します。

（予算書187頁・教育指導課）

新病院建設事業 10,350,587千円
（病院事業会計：本体工事等）

令和８(２０２６)年春の新病院開院を目指し、令和５(２０２３)年度に引き
続き、開院支援業務（医療機器、運営、システム等）及び本体工事などを
進めます。また、医療ＤＸの推進として、令和５年度に導入した手術支援
ロボット「ダビンチ」に加え、令和６年度は遠隔ＩＣＵを導入し、医療の
質の向上や効率化に取り組みます。

（予算書497頁、505頁・病院事業会計：病院再整備課）

重点

重点

重点

重点 (その他3月補正予算分 46,736千円）
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犯罪被害者等支援事業費 100千円

• 関係機関、専門家等からの意見聴取のため、懇談会を開催し、

犯罪被害者等の支援を検討します。

• 犯罪被害者等の支援を推進するため、庁内連絡会議を開催し、

関係各課との連携を図ります。

令和６年度の取組概要

（予算書127頁・地域安全課）

犯罪被害者等支援事業
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自転車乗車用ヘルメット購入費補助金 1,000千円

• 自転車乗車用ヘルメット購入費補助金を創設し、自転車乗車

中の事故被害の軽減、交通安全意識の向上を図ります。

• 安全基準に適合する自転車乗車用ヘルメットを購入した市内

在住の方へ、費用の一部を助成します。

令和６年度の取組概要

（予算書127頁・地域安全課）

交通安全運動推進事業
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外国人雇用に係る講師派遣事業費 50千円

市内の介護保険事業所等で働く介護人材を確保するため、外

国人雇用に関する講師を派遣し、外国人人材の円滑な受け入

れ体制の準備を支援します。

令和６年度の取組概要

（予算書135頁・高齢介護課）

介護サービス事業者支援事業
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報酬助成等対象者の拡大

市長申立ての要件に該当していない低所得の高齢者や障がい

者にも対象を拡大し、成年後見人の報酬等の全部又は一部を

助成します。

令和６年度の取組概要

（予算書135頁・障がい福祉課）
（予算書341頁・介護保険事業特別会計・高齢介護課）

障がい者成年後見制度利用支援事業／高齢者成年後見制度利用支援事業

【障がい者】1,224千円

【高齢者】1,414千円
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小児医療費助成の対象年齢拡大 39,570千円

• 医療費助成について、令和６年10月診療分から所得制限を設

けず満18歳年度末まで対象年齢を拡大し、子育て世帯の経済

的な負担を軽減します。

• 対象者は約4,800人増えて、約23,700人になる見込みです。

令和６年度の取組概要

（予算書137頁・子育て政策課）

小児医療費助成事業
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地域障がい児支援体制強化事業費 6,085千円

• 児童発達支援センターの機能強化を行い、障がい児等やそ

の家族への支援体制の充実を図ります。

• 児童発達支援センターに一定の知識と技術を有する職員を

配置し、地域の人材養成等を行います。

令和６年度の取組概要

（予算書139頁・子ども若者支援課）

子ども若者相談支援事業
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子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）

保護者が病気等で家庭での養育が一時的に困難となった場合、

児童を施設において一時的に養育し、子育て世帯の支援を行

います。

令和６年度の取組概要

（予算書139頁・子ども若者支援課）

子育て短期支援事業
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紙おむつ収集運搬処理委託料

• これまでの公立保育所に加え、民間保育所においても市で使

用済み紙おむつの回収を行います。

• 衛生面での改善を図るとともに、保護者の負担と保育士の業

務負担を軽減します。

令和６年度の取組概要

（予算書141頁・保育課）

民間施設等運営費補助事業

紙おむつ専用回収ボックス設置費補助金
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低所得の妊婦に対する初回産科受診料支援事業費 100千円

• 低所得世帯の妊婦に対して、初回産科受診の費用を助成し、

妊婦の経済的負担を軽減します。

• 初回の産科受診費用のうち、10,000円を上限に助成します。

令和６年度の取組概要

（予算書147頁・子ども若者支援課）

妊婦・産婦健康診査事業
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産後ケア（ショートステイ・アウトリーチ）委託料

• 新たなサービスであるショートステイ型・アウトリーチ型を

開始し、出産後の母子への支援を強化します。

• 利用回数の上限を２回から、各サービス３回まで、合計７回

まで拡充します。

令和６年度の取組概要

妊婦・産婦健康診査事業

（予算書147頁・子ども若者支援課）
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新病院建設事業 10,350,587千円

• 令和８年（2026年）春の新病院開院を目指し、引き続き、本

体工事などを進めます。

• 国や県の補助金等の財源を最大限に活用しながら、事業を実

施します。

令和６年度の取組概要

病院事業会計

（予算書497頁、505頁・病院事業会計・病院再整備課）



歴史的建造物整備活用事業 104,632千円
（ 山縣有朋ゆかりの庭園連携事業費500千円）

市所有の歴史的建造物の保存をするとともに、民間事業者等のノウハウを
活かした利活用を進め、市民サービスの向上を図ります。また、山縣有朋
ゆかりの庭園連携事業を実施します。

（予算書113頁・文化政策課）

市民文化活動支援事業 3,481千円
（ 板橋地区活性化支援委託料）

「市美術展覧会」及び「おだわらカルチャーアワード」の開催等を通じて
市民による文化活動を支援します。また、公民連携により「甘柑荘」の公
開を通じて共生社会の促進及び女性活躍といった本市の施策を周知すると
ともに、まち歩きによる回遊性を高めて板橋地区の活性化を図ります。

（予算書113頁・文化政策課）

文化交流推進事業 3,628千円
（ 外国人による日本語弁論大会

開催事業費3,073千円）

国内外の姉妹都市や友好都市などとの都市間交流や、市民主体の文化・国
際交流を推進していきます。また、「外国人による日本語弁論大会」を開
催し、多文化共生に対する意識向上と国際交流の活性化を目指します。

（予算書115頁・文化政策課）

農業の多様な担い手育成 32,149千円
支援事業
（地域計画策定支援委託料）

新たな担い手が就農しやすい環境を整え、安定的に経営ができるよう支援
することで、農業の活性化を図ります。また、将来の農地利用の姿を明確
化するため、10年後の農地の在り方を示した農業の地域計画の策定を進め
ます。 （予算書157頁・農政課）

市営漁港等管理整備事業 16,911千円
（ 江之浦漁港臨港道路基本設計委託料）

安全で効率的な漁業活動を維持するため、市営漁港の適切な維持管理及び
機能強化を図ります。また、江之浦漁港の臨港道路改良に向けた基本設計
に着手します。 （予算書163頁・水産海浜課）
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企業誘致促進事業 167,710千円
（企業誘致推進条例に係る補助金135,974千円）

産業振興や雇用機会の拡大のため、市内工業系地域に新たに立地する企業
及び拡大再投資を行う市内企業に対する支援や、オフィス等の新規立地に
対する支援を行います。 （予算書165頁・産業政策課）

中小企業融資等支援事業 312,650千円
（利子補給金62,400千円）

市内中小企業者の健全な発展を促すため、信用力、担保力等が弱い中小企
業者の負担を軽減した融資制度を運用し、中小企業者を支援します。

（予算書165頁・産業政策課）

各種展示会・見本市出展 12,497千円
補助事業（販路開拓事業）
（海外展開マーケティング事業委託料）

見本市等への出展を支援するほか、海外展開を視野に入れる事業者と連携
し、アメリカ・シリコンバレーで本市のものづくりや観光情報を発信する
企画展や現地事業者とのマッチング機会を設けることにより小田原ファン
の獲得とインバウンドの増加を目指します。 （予算書165頁・産業政策課）

美食のまち小田原 47,533千円
推進事業
（美食のまち小田原推進協議会負担金47,500千円）

小田原の食材や人材の付加価値を高め、「美食のまち」のイメージを市内
外に定着させるため、ガストロノミーツーリズムの試行や食の啓発イベン
トの開催など、民間事業者等が連携して食を活用した様々な事業を展開し
ます。 （予算書167頁・観光課）

史跡小田原城跡 71,464千円
保存活用整備事業
（ 江戸期天守調査委託料）

国指定史跡小田原城跡の保存や整備を行いながら活用をしていきます。
また、将来的な小田原城天守閣の整備に備えるため、調査研究を進めます。

（予算書197頁・文化財課）

地域スポーツ活性化事業 500千円
（ ジュニアアスリート支援事業費500千円）

小田原市スポーツ振興基本指針で掲げる目標達成を目指し、スポーツの振
興を図ります。また、全国大会に出場する小学生及び中学生に奨励金を交
付し、ジュニアアスリートを支援します。 （予算書203頁・スポーツ課）
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山縣有朋ゆかりの庭園連携事業費 500千円

• 山縣有朋ゆかりの庭園である本市所有の「皆春荘」に加え

「椿山荘」「古稀庵」と連携し、板橋地区に３庭園のデザイ

ンマンホールを設置するなど、歴史まちづくりをＰＲし、邸

園文化を広めます。

令和６年度の取組概要

（予算書113頁・文化政策課）

歴史的建造物整備活用事業

「皆春荘」 「椿山荘」 「古稀庵」
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板橋地区活性化支援委託料

• 日本初の女性弁護士・三淵嘉子氏と義父で初代最高裁判所長

官・三淵忠彦氏の業績等を調査研究し、同氏にゆかりのある

「三淵邸・甘柑荘」で展示します。

• 板橋地区の回遊促進のため、近隣施設のまち歩きマップを作

製し、地域経済の好循環を図ります。

令和６年度の取組概要

（予算書113頁・文化政策課）

市民文化活動支援事業

みぶち よしこ

みぶち ただひこ

かんかんそうみ ぶ ち て い
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外国人による日本語弁論大会開催事業費

• 多文化共生の地域社会の実現等を目的に開催されてきた「外

国人による日本語弁論大会」を神奈川県内で初開催します。

• 広く意見や考えを聞き、他の国や地域の文化に触れ、多文化

共生に対する意識向上と国際交流の活性化を目指します。

令和６年度の取組概要

（予算書115頁・文化政策課）

文化交流推進事業

3,073千円
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江之浦漁港臨港道路基本設計委託料

江之浦漁港機能強化基本計画に基づき、防災機能を優先した

漁港機能の強化を進めるため、臨港道路改良に向けた基本設

計に着手します。

令和６年度の取組概要

（予算書163頁・水産海浜課）

市営漁港等管理整備事業
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江戸期天守調査委託料

• 将来的な小田原城天守閣の整備に備えるため、江戸時代に存

在した天守の調査研究を進めます。

• 小田原城天守模型の実測調査や天守が描かれた絵図類の調査

等を行います。

令和６年度の取組概要

（予算書197頁・文化財課）

史跡小田原城跡保存活用整備事業
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ジュニアアスリート支援事業費

全国大会に出場する小学生及び中学生を支援するため、奨励

金（個人：5,000円、団体：上限50,000円）を交付します。

令和６年度の取組概要

（予算書203頁・スポーツ課）

地域スポーツ活性化事業

500千円



エリアブランディング 9,284千円
構想策定事業
（エリアブランディング構想策定事業費）

地域特性と海を生かしたまちづくりを一体的に展開するため、地域住民や
御幸の浜海岸及びかまぼこ通り周辺エリアで活動する関係団体等と共に、
当該エリアの現状を把握するために、観光客の動向やヒアリング等の基本
調査をはじめ、当該エリアに求められる機能等のニーズ調査を行い、公民
連携による魅力あるまちづくりにつなげます。（予算書111頁・未来創造・若者課）

ゼロカーボン･デジタルタウン 910千円
創造事業
（ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業費910千円）

２０５０年脱炭素社会の実現に向けた取組を加速させるため、２０３０年
を目標に「究極のゼロカーボン」と「社会変化に適応した豊かな暮らし」
との両立を「最先端のデジタル技術」によって実現する新しいモデルタウ
ンを創造します。 （予算書117頁・ゼロカーボン・デジタルタウン推進課）

分散型エネルギーシステム 875,205千円
先行モデル構築事業
（脱炭素先行地域づくり事業プロジェクト管理支援委託料）

２０５０年の脱炭素社会の実現に向けて、その基盤となる仕組みを作るた
め、公民連携により再生可能エネルギーの導入促進に資する地域マイクロ
グリッド事業や産業用蓄電池を活用したエネルギーマネジメント事業など、
公民連携によるモデル事業を構築します。 （予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

ごみ収集運搬事業 778,508千円
（収集運搬等委託料）

家庭から出されるごみを収集し、清掃工場へ運搬します。令和６年４月か
ら、市民の利便性の向上を図るため、ごみ集積場所に出される、かん類・
びん類の収集回数を月１回から２回に増やします。

（予算書153頁・環境事業センター）

道路等管理効率化事業 20,000千円
（道路施設等包括的民間委託導入可能性調査委託料）

道路や河川施設等の維持管理に係る公民連携の取組として、民間企業の技
術力やノウハウを活用する包括的民間委託の導入について検討します。

（予算書173頁・道水路整備課）
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まちづくりの目標 豊かな環境の継承

重点

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。

※ は重点施策に、 は新規事業に位置付けている事業です。NEW重点

重点

重点

NEW重点



復興事前準備推進事業 94千円
（復興事前準備推進事業費）

大規模自然災害に対応するため、平時から災害の発生を想定し、被災後に
迅速な復旧・復興を図るための事前準備として、事前復興まちづくり計画
の策定に向けた取組を進めます。 （予算書177頁・都市計画課）

景観形成促進事業 11,293千円
（ 天守閣眺望確保等検討委託料）

景観法に基づく届出や屋外広告物条例に基づく許可制度を通じて、良好な
景観形成を図るとともに、景観評価員への意見聴取や、景観アドバイザー
の派遣による支援を行います。また、市民会館解体撤去後に、国道１号方
面から小田原城天守閣への眺望が開けることから眺望景観の調査を行い、
今後の景観のあり方とその保全方策等を検討します。

（予算書177頁・まちづくり交通課）

空家等対策事業 4,984千円
（ 相続財産清算人等選任事業費2,017千円）

小田原市空家等対策計画に位置付けた施策を着実に実行し、空家等の適正
管理及び利活用の促進等を図ります。また、所有者がいない空家等を所有
者に代わり管理・処分する相続財産清算人等の選任請求を裁判所に行い、
空家等の改善を図ります。 （予算書177頁・都市政策課）

魅力ある街区公園・街路樹 175,023千円
再整備事業
（街区公園再整備工事請負費（早川地内））
（ 飯泉地内公園用地購入費）

遊具の老朽化等により十分に利用されていない街区公園を対象に、誰もが
利用したくなるような魅力ある公園とするため、再整備を実施します。ま
た、安全な道路空間の形成と良好な都市景観の維持のため、植替え等によ

る街路樹の再整備を実施します。 （予算書181頁・みどり公園課）

こどもの森公園わんぱくらんど 216,277千円

（園内周遊電気自動車借上料）

指定管理者制度の活用によりサービスの向上や施設の効率的な管理運営を
図ります。また、老朽化の著しいロードトレインを、現行のディーゼル式
から電気式に更新します。 （予算書14・181・222頁・みどり公園課）

上下水道事業
（水道事業会計：高田浄水場再整備事業1,987,699千円）
（下水道事業会計：下水道管路包括的維持管理業務292,147千円）

高田浄水場再整備事業をはじめとする施設の耐震化対策のほか、公民連携
手法による下水道管路の効率的な維持管理等により、災害対策の強化と効
率的な経営を推進します。 （予算書457・539・555・557頁・経営総務課）
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道路や河川施設等の維持管理について、業務の効率化に向け

た公民連携の取組として、道路施設等の維持管理に係る民間

企業の技術力やノウハウを活用する包括的民間委託の導入可

能性を調査します。

令和６年度の取組概要

（予算書173頁・道水路整備課）

道路施設等包括的民間委託導入可能性調査委託料

道路等管理効率化事業

市

舗装修繕工
事

受注者

A社

側溝修繕工
事

草刈業務委
託

その他委託
等

B社

D社

C社

受
注
者

複
数
社
で
構
成
す
る

Ｊ
Ｖ
等

市 複数の
工事・業務

包括的民間委託のイメージ
＜現 状＞ ＜包括化＞
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事前復興まちづくり計画をより効果的かつ実践的なものとす

るため、本市で想定される災害や市街地の特性を踏まえた復

興手順、検討すべき事項など、計画策定時の留意点等をテー

マとして、有識者や国の復旧・復興まちづくりサポーター制

度の活用による勉強会等を実施します。

令和６年度の取組概要

（予算書177頁・都市計画課）

復興事前準備推進事業費

復興事前準備推進事業

94千円
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天守閣眺望確保等検討委託料

市民会館解体撤去後に、国道１号方面から小田原城天守閣へ

の眺望が開けることから、眺望景観の調査を行い、今後の景

観のあり方とその保全方策等を検討します。

令和６年度の取組概要

（予算書177頁・まちづくり交通課）

景観形成促進事業
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• 所有者がいない空家等を、所有者に代わり管理・処分する相

続財産清算人等の選任請求を、市長が裁判所に行います。

• 裁判所に選任された相続財産清算人等が、空家等の管理・処

分を行い改善を図ります。

令和６年度の取組概要

（予算書177頁・都市政策課）

2,017千円相続財産清算人選任事業費

空家等対策事業
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小田原消防署成田出張所の建設により、宗沢公園の一部が廃

止されたことに伴い、その代替公園用地を取得します。

令和６年度の取組概要

（予算書181頁・みどり公園課）

飯泉地内公園用地購入費

魅力ある街区公園・街路樹再整備事業
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まちづくりの推進エンジン行政経営

人事管理事業 86,676千円
（ ハラスメント対策強化事業費5,200千円）

職員のハラスメントに係る外部相談窓口を設け、相談しやすい環境を整え
るほか、職員への意識啓発の充実を図ります。また、有識者の参画のもと、
公平で迅速なハラスメントの対応ができる体制を整備します。

（予算書107頁・職員課）

総合計画等推進事業 7,801千円
（計画書作成等委託料）

総合計画審議会、総合戦略有識者会議を運営するとともに、総合計画等の
評価・進捗管理と市民アンケートを行います。また、令和７年度からス
タートする総合計画第２期実行計画に向けた計画策定を行います。

（予算書113頁・企画政策課）

ふるさと応援寄附金事業 859,273千円 都市セールスや地域経済振興、財源確保などを図るため、ふるさと応援寄
附金（ふるさと納税）に係る返礼品の調達やポータルサイトを活用したＰ
Ｒ、寄附金の採納などを行います。また、企業版ふるさと応援寄附金募集
に取り組みます。 （予算書113頁・企画政策課）

市税収納率向上事業 42,179千円
（ ＳＭＳ催告送信システム利用料）

保険料収納率向上特別対策費 17,592千円
（ ＳＭＳ催告送信システム利用料）

市税等納付促進センターによる電話での納付勧奨に応答しない滞納者に対
し、携帯電話のＳＭＳ（ショート･メッセージ･サービス）により、早期に
未納の市税や国民健康保険料があることを通知し、納付勧奨を行います。

（予算書119頁・市税総務課）
（予算書275頁・国民健康保険事業特別会計・保険課）

NEW

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。

※ は重点施策に、 は新規事業に位置付けている事業です。NEW重点

NEW

NEW
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• 職員のハラスメントに係る外部相談窓口を設け、相談しやす

い環境を整えるほか、職員への意識啓発の充実を図ります。

• 有識者の参画のもと、公平で迅速なハラスメントの対応がで

きる体制を整備します。

令和６年度の取組概要

（予算書107頁・職員課）

ハラスメント対策強化事業費 5,200千円

人事管理事業
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• 市税等納付促進センターによる電話での納付勧奨に応答しな

い滞納者に対し、携帯電話のＳＭＳ（ショート・メッセー

ジ・サービス）により、早期に未納の市税や国民健康保険料

があることを通知し、納付勧奨を行います。

令和６年度の取組概要

（予算書119頁・市税総務課）
（予算書275頁・国民健康保険事業特別会計・保険課）

ＳＭＳ催告送信システム利用料

市税収納率向上事業／保険料収納率向上特別対策事業費

納
期
限

督
促
状

電
話
納
付
勧
奨

Ｓ
Ｍ
Ｓ
催
告

電話に応答
しない方

【SMS送信までの流れ】



45

まちづくりの推進エンジン公民連携・若者女性活躍

イノベーション推進事業 21,277千円 おだわらイノベーションラボの運営と民間提案制度を運用することにより、
市場原理の中で培ってきた独自のノウハウや各種資源を有する民間事業者
などとの連携によるイノベーションを推進します。

（予算書113頁・未来創造･若者課）

若者未来創造事業 3,045千円 「おだわら若者応援コンペティション」や「おだわらＭＩＲＡＩアワー
ド」など、若者や女性の視点やアイデアが生かされる環境を整備するとと
もに、その強みや活力を発揮し、活躍できる場を提供することで、新たな
まちづくりにつなげていきます。 （予算書113頁・未来創造･若者課）

歴史的建造物整備活用事業（再掲）104,632千円
（ 山縣有朋ゆかりの庭園連携事業費500千円）

市所有の歴史的建造物の保存をするとともに、民間事業者等のノウハウを
活かした利活用を進め、市民サービスの向上を図ります。また、山縣有朋
ゆかりの庭園連携事業を実施します。 （予算書113頁・文化政策課）

市民文化活動支援事業（再掲） 3,481千円
（ 板橋地区活性化支援委託料）

「市美術展覧会」及び「おだわらカルチャーアワード」の開催等を通じて
市民による文化活動を支援します。また、公民連携により「甘柑荘」の公
開を通じて共生社会の促進及び女性活躍といった本市の施策を周知すると
ともに、まち歩きによる回遊性を高めて板橋地区の活性化を図ります。

（予算書113頁・文化政策課）

分散型エネルギーシステム 875,205千円
先行モデル構築事業（再掲）

（脱炭素先行地域づくり事業プロジェクト管理支援委託料）

2050年の脱炭素社会の実現に向けて、その基盤となる仕組みを作るため、
公民連携により再生可能エネルギーの導入促進に資する地域マイクログ
リッド事業や産業用蓄電池を活用したエネルギーマネジメント事業など、
公民連携によるモデル事業を構築します。 （予算書149頁・ゼロカーボン推進課）

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。

※ は重点施策に、 は新規事業に位置付けている事業です。NEW重点

NEW

NEW

重点



ゼロカーボン･デジタルタウン 910千円
創造事業 （再掲）

（ゼロカーボン・デジタルタウン創造事業費910千円）

２０５０年脱炭素社会の実現に向けた取組を加速させるため、２０３０年
を目標に「究極のゼロカーボン」と「社会変化に適応した豊かな暮らし」
との両立を「最先端のデジタル技術」によって実現する新しいモデルタウ
ンを創造します。 （予算書117頁・ゼロカーボン・デジタルタウン推進課）

デジタル化によるまちづくり 145,608千円
推進事業
（地域ポイント事業費）

地域、行政の情報化及びデジタル化の総合的、企画、調整、推進を行いま
す。また、令和５年度に実装したポイントアプリを運用することにより、
地域と人のつながりを創出し、地域幸福度（Well-Being）の高いまちづく
りをデジタル技術により実現します。 （予算書117頁・デジタルイノベーション課）

デジタル図書館事業 4,573千円
（電子書籍サービス事業費）

インターネットを通じた電子書籍貸出サービスを導入し、時間や空間の制
約を受けずに読書機会が得られる新たな図書館サービスを提供します。

（予算書199頁・図書館）

博物館構想推進事業 9,340千円
（デジタルミュージアム運用保守委託料）

博物館基本構想に基づき、博物館基本計画の策定に向けた用地等の検討を
進めるほか、資料のデジタル化の推進及びデジタルミュージアムの維持管
理を行います。また、博物館構想の周知のため市民向けの講演会及び地域
資源を活用したアウトリーチ活動等を行います。 （予算書201頁・生涯学習課）

病院事業
（ 遠隔ＩＣＵシステム導入費）

昭和大学病院内の支援センターと接続した遠隔ＩＣＵを導入し、医療の
ＤＸ化を推進し、医療のさらなる高度化や効率化、患者負担の軽減等を目
指します。 （予算書505頁・病院事業会計・経営管理課）
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まちづくりの推進エンジンデジタルまちづくり

※新規事業を中心に主な事業を抽出し、予算書掲載順に掲載しています。

※ は重点施策に、 は新規事業に位置付けている事業です。NEW重点

重点

NEW
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昭和大学病院内の支援センターと接続した遠隔ＩＣＵを導入

し、医療のＤＸ化を推進します。

令和６年度の取組概要

（予算書505頁・病院事業会計・経営管理課）

遠隔ＩＣＵシステム導入費
病院事業会計

©2024 Koninklijke Philips N.V
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＜基礎資料＞一般会計予算

（１）歳入 財源別内訳比較表

区 分
令和６(2024)年度 令和５(2023)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

市 税 31,746,000 41.50 32,461,000 43.40 △ 715,000 △ 2.20

うち個人市民税 11,259,361 14.72 11,865,666 15.86 △ 606,305 △ 5.11

うち法人市民税 1,608,144 2.10 1,612,121 2.16 △ 3,977 △ 0.25

うち固定資産税 15,097,135 19.73 15,235,542 20.37 △ 138,407 △ 0.91

うち市たばこ税 1,403,648 1.83 1,360,963 1.82 42,685 3.14

うち都市計画税 1,873,894 2.45 1,895,654 2.53 △ 21,760 △ 1.15

地方消費税交付金 4,700,000 6.14 4,400,000 5.88 300,000 6.82

地方交付税 3,500,000 4.57 2,800,000 3.74 700,000 25.00

国庫支出金 14,982,347 19.58 15,257,070 20.40 △ 274,723 △ 1.80

県支出金 5,175,357 6.77 5,217,915 6.98 △ 42,558 △ 0.82

寄 附金 1,511,605 1.98 1,511,605 2.02 － －

繰 入 金 3,037,101 3.97 2,601,480 3.48 435,621 16.75

うち財政調整基金繰入金 2,900,000 3.79 2,500,000 3.34 400,000 16.00

繰 越 金 300,000 0.39 300,000 0.40 － －

競輪事業収入 150,000 0.20 150,000 0.20 － －

市 債 4,411,800 5.77 4,003,800 5.35 408,000 10.19

うち臨時財政対策債 400,000 0.52 700,000 0.94 △ 300,000 △ 42.86

そ の 他 6,985,790 9.13 6,097,130 8.15 888,660 14.58

合 計 76,500,000 100.00 74,800,000 100.00 1,700,000 2.27
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＜基礎資料＞一般会計予算

（２）歳入の内訳

＜依存財源＞

計 ３５３億２千万円（46.16％）

地方消費税交付金

４７億円（ 6.14％）

地方交付税

３５億円（ 4.57％）

国庫支出金

１４９億８千万円（19.58％）

県支出金

５１億８千万円（ 6.77％）

市 債

４４億１千万円（ 5.77％）

その他の依存財源

２５億５千万円（ 3.33％）

＜自主財源＞

計 ４１１億８千万円（53.84％）

その他の自主財源

５１億９千万円（ 6.79％）

繰越金

３億円（ 0.39％）

使用料及び手数料

１５億４千万円（ 2.02％）

諸収入

２４億円（ 3.14％）

市 税

３１７億５千万円（41.50％）

総 額

765億円
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＜基礎資料＞一般会計予算

（３）歳出～性質別予算～

区 分

令和６(2024)年度 令和５(2023)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

義務的経費 38,278,132 50.04 36,970,233 49.43 1,307,899 3.54

人件費 12,228,747 15.99 11,292,214 15.10 936,533 8.29

扶助費 20,585,208 26.91 20,395,822 27.27 189,386 0.93

公債費 5,464,177 7.14 5,282,197 7.06 181,980 3.45

うち元金償還金 5,186,459 6.78 5,050,961 6.75 135,498 2.68

投資的経費 7,341,029 9.60 6,905,484 9.23 435,545 6.31

補助事業 3,203,481 4.19 4,246,942 5.68 △ 1,043,461 △ 24.57

単独事業 4,137,548 5.41 2,658,542 3.55 1,479,006 55.63

繰出金 10,117,423 13.23 9,617,161 12.86 500,262 5.20

物件費 13,930,569 18.20 14,198,476 18.98 △ 267,907 △ 1.89

補助費等 5,364,417 7.00 5,506,710 7.36 △ 142,293 △ 2.58

その他の経費 1,468,430 1.93 1,601,936 2.14 △ 133,506 △ 8.33

合 計 76,500,000 100.00 74,800,000 100.00 1,700,000 2.27
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＜基礎資料＞一般会計予算

（４）性質別予算の内訳

＜その他の経費＞
１４億７千万円（ 1.93％）

＜補助費等＞
５３億６千万円（ 7.00％）

＜物件費＞
１３９億３千万円（18.20％）

＜義務的経費＞

計 ３８２億８千万円（50.04％）

人件費
１２２億３千万円（15.99％）

扶助費
２０５億９千万円（26.91％）

公債費
５４億６千万円（ 7.14％）

＜投資的経費＞

計 ７３億４千万円（ 9.60％）

補助事業
３２億円（ 4.19％）

単独事業
４１億４千万円（ 5.41％）

＜繰出金＞
１０１億２千万円（13.23％）

総 額

765億円
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＜基礎資料＞一般会計予算

（５）歳出～目的別予算～

区 分
令和６(2024)年度 令和５(2023)年度 比 較

当初予算額（千円） 構成比(%) 当初予算額（千円） 構成比(%) 増減額（千円） 伸率(%)

議 会 費 445,685 0.58 443,950 0.59 1,735 0.39

総 務 費 9,624,800 12.58 9,287,835 12.42 336,965 3.63

民 生 費 32,309,655 42.24 31,113,701 41.60 1,195,954 3.84

衛 生 費 8,361,387 10.93 8,532,386 11.41 △ 170,999 △ 2.00

労 働 費 128,367 0.17 147,225 0.20 △ 18,858 △ 12.81

農林水産業費 1,041,413 1.36 1,006,154 1.34 35,259 3.50

商 工 費 1,547,681 2.02 1,598,753 2.14 △ 51,072 △ 3.19

土 木 費 6,667,154 8.72 6,944,106 9.28 △ 276,952 △ 3.99

消 防 費 2,810,363 3.67 2,704,121 3.61 106,242 3.93

教 育 費 8,069,318 10.55 7,709,572 10.31 359,746 4.67

公 債 費 5,464,177 7.14 5,282,197 7.06 181,980 3.45

予 備 費 30,000 0.04 30,000 0.04 － －

合 計 76,500,000 100.00 74,800,000 100.00 1,700,000 2.27
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＜基礎資料＞一般会計予算

（６）目的別予算の内訳

＜民生費＞
３２３億１千万円（42.24%）

＜総務費＞
９６億３千万円（12.58％）

＜その他（議会費・労働費・予備費）＞
６億円（ 0.79％）

＜農林水産業費＞
１０億４千万円（ 1.36％）

＜商工費＞
１５億５千万円（ 2.02％）

＜消防費＞
２８億１千万円（ 3.67％）

＜公債費＞
５４億６千万円（ 7.14％）

＜土木費＞
６６億７千万円（ 8.72％）

＜教育費＞
８０億７千万円（10.55％）

＜衛生費＞
８３億６千万円（10.93％）

総 額

765億円
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＜基礎資料＞特別会計・企業会計予算

会 計 名
令和６(2024)年度 令和５(2023)年度 比 較

当初予算額（千円） 当初予算額（千円） 増減額（千円） 伸率（%）

特 別 会 計

競輪事業特別会計 26,630,000 31,000,000 △ 4,370,000 △ 14.10

天守閣事業特別会計 138,000 134,000 4,000 2.99

国民健康保険事業特別会計 20,165,000 20,550,000 △ 385,000 △ 1.87

国民健康保険診療施設事業特別会計 30,000 31,000 △ 1,000 △ 3.23

公設地方卸売市場事業特別会計 212,000 182,000 30,000 16.48

介護保険事業特別会計 17,860,000 17,543,000 317,000 1.81

後期高齢者医療事業特別会計 5,755,000 5,183,000 572,000 11.04

公共用地先行取得事業特別会計 209,180 774 208,406 26,925.84

広域消防事業特別会計 4,761,000 4,771,000 △ 10,000 △ 0.21

地下街事業特別会計 675,000 784,000 △ 109,000 △ 13.90

計 76,435,180 80,178,774△ 3,743,594 △ 4.67

企 業 会 計

水道事業会計 6,830,040 5,386,294 1,443,746 26.80

病院事業会計 26,009,795 16,802,422 9,207,373 54.80

下水道事業会計 11,953,941 12,135,596 △ 181,655 △ 1.50

計 44,793,776 34,324,312 10,469,464 30.50
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＜基礎資料＞財政調整基金残高の推移
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＜基礎資料＞市債残高の推移
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※Ｒ５は決算見込額です。
※臨時財政対策債とは、地方交付税の代替財源として、発行が認められている地方債です。

年度





 

地域ポイント事業「ブラポ」の開始について 

 

市内の消費活動や社会貢献活動の促進のため、令和６年３月１日より地域ポ

イント事業「ブラポ」を開始いたしました。 

「ブラポ」は、加盟店舗にてキャッシュレス決済で買い物をしたり、イベント

やボランティア活動に参加することで、ポイントを貯め、買い物や体験サービス

などに使える他、応援したい地域の活動団体に寄付することができます。 

また、ポイント機能だけでなく、お得な情報やクーポンを受け取ることができ

るなど、「ブラポ」は、まちを知り、歩きたくなる機会を提供します。 

 

■「ブラポ」の概要 

 

１ 対象者 

市民、観光客など ※アプリのダウンロードで誰でも利用可 

 

２ 利用方法 

専用のスマートフォンアプリをダウンロードし、会員登録することで機能 

を利用可能 

                 iphone         Android 

                 はこちら        はこちら 

 

３ ブラポで出来ること 

（１）ポイントの付与・利用 

加盟店舗でのキャッシュレス決済による買い物やイベント参加等により

ポイントが付与され、貯めたポイントは消費活動のほか地域団体への寄附に

利用することが可能です。 

ポイントを獲得する                ポイントを利用する 

  ＜ポイント付与例＞               ＜ポイント利用例＞ 

  買い物    イベント・                買い物(※)   体験サービス 
           ボランティア活動参加   

 

 

 図書の貸出  ふるさと納税(市外の方)         地域団体への寄付 

 

※ 買い物の際は、１ポイント１円で利用 

広報委員長会議資料２ 
令和６年(2024年)４月９日 
デジタルイノベーション課 
０４６５－３３－１２５９ 



（２）お得な情報の入手、イベント情報の検索 

   加盟店舗からのお得な情報の入手、地域のイベント情報の検索が可能で

す。 

 

加盟店舗からの 

クーポンが欲しい 

 

 

 

 

利用者 

 
 

 

             

 

 

   今日行ける 

   イベントが知りたい 

 

 

 

 

 利用者 

 

 

 

 

 

 

４ 公式ホームページ 

  ブラポに関する情報は、公式ホームページ（下記 QRコードからアクセスで

きます。）で随時更新しております。 

   

  公式ホームページ ➡  

おすすめのク
ーポンから欲
しいクーポン

を選択 

イベント参加を 
選択 

クーポンの詳細
が表示 

予定されてい
るイベントを
月ごとに検索

可能 


